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各地域における実施状況報告 

 

本年度検討を実施した南大泉地域、関町ルート（武蔵関駅周辺地域）の実施状況を報告する。 
 

1.  南大泉地域の取組み 

1.1  地域概況 

 南大泉地域は、現在練馬区内に存在する公共交通空白地域の中で、最も面積の広い地域であり、

平成 20 年度に行われた導入可能性に関する検討において、小型のバスでの運行が可能、また必要

であるとされた地域である。 

 
図 1-1 南大泉地域 

 
 

1.2  検討プロセス 

 ①地域検討組織の目的・目標 

 地域住民が主体となり、本地域における交通に関する課題や要望を整理し、継続的に運行で

きるコミュニティバスルート等を検討する。 
  
②検討体制 

【組織名称】 南大泉地域コミュニティバス検討会 

【参 加 者】 地元町会、公募区民をあわせて 19 名 

資料－２ 

(１)南大泉地域 
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 ③検討会開催実績 

 これまで下記の通り４回開催した。 

 

回・日時 検討テーマ 

第１回 

６月２５日 

・ 練馬区の公共交通の現状 

・ 練馬区における公共交通の取組み 

・ コミュニティバスとは何か 

・ 検討会の設置目的 

・ コミュニティバス検討の留意点 

・ ワークショップ（普段の外出、地域の問題点について） 

第２回 

７月２２日 

・ コミュニティバスが通行可能な道路幅員 

・ 南大泉ルート案検討のポイント 

・ 南大泉ルート案（素案）の検討 

・ ワークショップ（南大泉ルート案（素案）について） 

第３回 

８月２６日 

・ 南大泉ルート案（素案）による公共交通空白地域の改善予測 

・ 南大泉ルート案（素案）の客観的評価 

・ 南大泉ルート案（素案）の需要予測・採算性 

・ 南大泉ルート案（素案）の総合評価結果 

・ ワークショップ（南大泉ルート案（素案）の評価） 

第４回 

１１月１９日 

・ 今までの検討経緯の確認 

・ 関係機関との協議結果報告 

・ 今後、検討が必要な事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1-1 ワークショップの様子 
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④検討経緯 

  ５月      練馬区広報（５月１１日号）および、HP、チラシにて 

南大泉地域コミュニティバス検討会メンバー募集開始 

6 月 25 日 第１回南大泉地域コミュニティバス検討会を開催 

検討の進め方、練馬区でのコミュニティバスの経緯、導入方針を説明。 
ワークショップを開催し、地域の問題点をメンバーで共有。 

5/28 第１回練馬区地域公共交通会議 

7/16 コミュニティバスの名称を「みどりバ

ス」、および料金を統一し、再編運行開始 

7 月 22 日 第 2 回南大泉地域コミュニティバス検討会を開催 

前回の検討結果、道路幅員調査等を基に南大泉ルート案４案（素案）を作成。 
ワークショップを開催し、南大泉ルート案（素案）について議論。 
※各ルートに関して意見が集約され、次回まで各ルートに関して公共交通空白地域改善の改

善状況や、客観的な評価指標を用いて分析を行うこととなった。 

8 月 26 日 第 3 回南大泉地域コミュニティバス検討会を開催 

南大泉ルート案４案について以下の 10 種類の項目で評価を行った。 
（客観的評価平均点、公共交通空白地域改善面積、運行距離、混雑の激しい道路の有無、既

存バス路線競合割合、運行経費、需要予測結果、収入額、年間区負担額、年間区負担割合）

⇒ルート案①“循環案”を、今後の関係機関との協議対象ルートとした。 

９月～11 月 関係機関協議 

協議対象ルート（ルート案①）を基に、関係機関［道路管理者、交通管理者、バス事業者（ア

ドバイザー）］と協議を実施し、ルート案①の運行可否の精査を実施。 

⇒車道幅員等について現地状況を精査した結果、ルート案①“循環案”では 

運行が困難と判明した。 

11 月 19 日 第４回南大泉地域コミュニティバス検討会を開催 

関係機関協議の結果について、報告を行い、今後の方針を議論。 
⇒議論の結果、今後は保谷駅～石神井台八丁目交差点間（図 1-3 区間Ａ参照）を

通る運行可能なルートの検討を進めることとなった。 

現在、関係機関協議を継続し、運行可能なルートの検討を行っている。 

併せて、現状の交通状況を把握する為、２月に交通量調査を実施。 

ｐ.4 参考資料 1

ｐ.5 参考資料 2

ｐ.6 参考資料 3

ｐ.7 参考資料 4
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1.3  参考資料 

 
参考資料１） 南大泉コミュニティバス検討会メンバー募集チラシ 
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参考資料２） 地域の問題点（第 1 回検討会における指摘事項） 
  

以下の図は、第１回検討会内のワークショップにおいてメンバーから指摘のあった地域の問題点、課題、コミュニティバスへの要望を整理したもの

である。 

 

図 1-2 南大泉地域の問題点 
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参考資料３） ルート案の検討（第２回検討会の整理） 
  

以下の図は、第２回検討会で提示されたルート案（素案）についてメンバーからの意見を整理したものである。 

 

 

図 1-3 南大泉ルート案（素案） 

区間Ａ

武蔵関駅入口 
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参考資料４） ルート案の総合評価 
  

以下の表は、南大泉ルート案について、示された１０項目について評価し、最も優れた案に４

点、以下３点、２点、１点を与え総合的に評価したものである。全ての項目についてルート案①

“循環案”が最も高い評価を得ている。 

 

表 1-1 ルート案の総合評価結果 
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参考資料５） 南大泉コミュニティバス通信 
  

以下の資料は、検討状況について対象地区住民に周知することを目的として作成した。 
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2.  関町ルート（武蔵関駅周辺地域）の取組み 

2.1  関町ルートの概要 

(1)  路線概況 

1)  運行開始時期 ： 平成 19 年 4 月【試行運行】 

2)  運行便数   ： 順天堂練馬病院行き 12 便／日 関町福祉園行き 11 便／日 

3)  使用車両   ： 小型ノンステップバス 31 人乗り 

4)  路線図    ： 下図参照 

5)  運行日     ： 年末年始（12 月 29 日～1月 3日）を除く毎日 

6)  運賃     ： 大人 210 円 小人 110 円 

ただし、つぎの方は 110 円 

①65 歳以上の高齢者の方 

②身体障害者手帳、愛の手帳をお持ちの方と付き添いの方 

③写真付き精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 

※ ①は年齢の分かるもの、②③は手帳を乗車時に提示すること。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 関町ルート

(２)関町ルート 
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(2)  関町ルートの導入の背景 

１)福祉コミュニティバスとしての導入（H17 年度～） 

高齢化を背景に、区民のバス交通に対するニーズが多様化していく中で、区内中核病院への

アクセスが重要な課題となっていた。区立施設である福祉園の送迎バスの空き時間を活用し、

福祉園送迎機能とコミュニティバス機能を融合させる形で平成 17 年度より「福祉コミュニティ

バス（関町ルート）」として関町福祉園と順天堂練馬病院をつなぐ路線の運行を開始した。 

 
２)福祉コミュニティバスとしての導入（H19 年度～） 

平成 19 年度には小型ノンステップバスを使用した形で運行を開始した。 

 

３)みどりバスとして再編運行開始（H21 年度～） 

平成 21 年度、区内の「練馬区シャトルバス」、「バス交通実験」、「福祉コミュニティバス」の

運賃を統一し、「みどりバス」として再編運行を開始した。 

 

⇒関町ルートはもともと関町福祉園の送迎バスの空き時間を活用した運行であり、福祉園を結ぶ

前提のもと路線設定された。このため、現在の路線も福祉園を結ぶ形態が維持されている。 

 

(3)  関町ルートの問題点・課題 

１）１便あたり利用者数 

・ １便あたりの利用者数は、9 人であり区内５路線のうち最も少ない。（平成 20 年度実績）（資

料１参照） 

 
２）ランニングコストに対する負担比率 

・ ランニングコストに対する区の負担比率は 69％と高い。（平成 20 年度実績）（資料１参照） 

・ 練馬区のコミュニティバス導入の考え方（基本方針）では「ランニングコスト（運行経費）

は運賃収入により賄うことを基本とし 1/2 程度まで負担できるもの」となり、過度の負担と

なっている。 

 
３）路線設定 

・ 練馬区のコミュニティバス導入の考え方（基本方針）には公共交通空白地域と最寄り駅を結

ぶことを原則とし」とあるが、路線の一端は福祉園止まりとなっており、合致していない。（導

入の背景より、福祉園止まりの路線となっている。） 

 
４）バス停および区間別利用状況（参考資料１、２参照） 

・ 参考資料１、２に示すグラフは、平成 19 年度に実施した利用実態調査結果（3 日間実施）で

ある。 

・ バス停利用は順天堂練馬病院、上石神井駅、練馬高野台駅の乗降が多い。 

・ 区間別利用状況は、関町福祉園を含む関町周辺の地域において少ない傾向にある。 

 

⇒運行上の課題や、ランニングコストに対する区の負担比率の課題改善（区負担を 1/2 程度に

改善）する為、経路変更や運行方法の再検討が必要である。 
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参考資料１） 関町ルートの各バス停乗降客数（３日間全便合計）（平成 19 年度） 
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図 2-2 関町ルートのバス停乗降客数（順天堂病院行き）3日間全便合計 
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図 2-3 関町ルートのバス停乗降客数（関町福祉園行き）3日間全便合計 

順天堂病院行き 
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図 2-4 関町ルートのバス停乗降客数（合計）3日間全便合計 

合計 

乗降客数（人／3 日間） 



 14

参考資料２） 関町ルートのバス停間乗車人数（３日間全便合計）（平成 19 年度） 

10 14
32

47
59

81

101

127132 132
150 150 155

162 164
169

184 181180 178
167 167169

92

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

関
町
福
祉
園

関
町
郵
便
局
前

関
町
北
三
丁
目

石
神
井
高
校
東

女
子
学
院
入
口

石
神
井
台
七
丁
目

上
石
神
井

ア

パ
ー

ト

石
神
井
台
四
丁
目

石
神
井
清
掃
事
務
所

上
石
神
井
中
学
校
入
口

上
石
神
井
駅

上
石
神
井
中
学
校
入
口

早
稲
田
高
等
学
院
南

上
石
神
井
二
丁
目

石
神
井
消
防
署
前

井
草
通

り

Ｊ
Ａ
東
京

あ
お
ば

石
神
井
小
学
校
東

禅
定
院
前

石
神
井
公
園

和
田
堀
公
園

南
田
中

ア

パ
ー

ト

長
光
寺
橋
公
園

練
馬
高
野
台
駅

順
天
堂
練
馬
病
院

区間利用者数（人/３日） 順天堂練馬病院行き（３日間合計）

 

図 2-5 関町ルートの区間利用者数（順天堂病院行き）3日間全便合計 
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図 2-6 関町ルートの区間利用者数（関町福祉園行き）3日間全便合計 
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(4)  再編検討組織の設置 

 
①地域検討組織の目的・目標 

以上の問題点、課題を整理した結果、特に関町周辺において、みどりバス関町ルートの再編検

討が必要であり、対象地域住民が主体となって検討を進めるため、「武蔵関駅周辺地域みどりバス

検討会」を設置する。 
 
②検討体制 

【組織名称】 武蔵関駅周辺地域みどりバス検討会 

【参 加 者】 地元町会、商店会、公募区民をあわせて 21 名
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参考資料３） 武蔵関駅周辺地域みどりバス検討会メンバー募集チラシ 
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